651
〓そが物を終之もどると、スペーストンネルが完成していた。
さっそく乗りこみ、始動させる。
「出発進行!」
ガクン、ガクン、ガクガクガクン……
をなっとの間、振動があったかと思うと、スペーストンネル2は音は同館
〓り立った。ぽくらこてめと思うと、スペーストンネル2は暗い洞窟のよ
〓たどちがみ出てみると、スペリストンネルーきる所
の横に!ど、どせいさん〓
"横にーど、どせいさんスペーストンネル1らしきものの残骸があって、ユ
るたきてとせでけ。けべ之すとんねるのなかでかくれんばしてますたら、ふくをき
下たきて、たいつのまにかこんなとこ、いたです。ぷ
「ポは、〓ばりここまで…いつたい、何をする気なん
ジェフが、眉をしかめてそう言った。
ジェフが、眉をしかめてそう言った。いたい何をする気なんだ?」
「とにかく、先に進もう。どせいさん、こ
「うんかた〓えせいさん、ここで待ってて。ぼくら、きっともとってくるから
「うん、わかった。ぽえーん
にこにことぽくらを見送るどせ
〓になことほくらを見送るどせいさんを、スペーストンネルの
が崖になっている道を歩きまじみたさふをペーストンネルの脇で待たせ、ぽくらは両
が華道歩きはしめた。が、やがてり字路にきる時たせ、ほくらは
分方向と左方向に延びている道、どっちへ進もうがり

